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体力の向上

重
点
目
標

⌙
Ｐ
⌚

・授業改善に努め、体力
向上を図る。

取
組
の
状
況
⌙

Ｄ
⌚

・授業の内容を充実し、体力の
向上をめざす。良い姿勢をつく
る。
・ニコニコジョギングを継続す
る。
・体育カード・上達カードを利用
して意欲を引き出し、体力の向
上を目指す。
・授業と夏季水泳特別指導で
泳力向上に取り組む。
・マラソン大会で体力向上への
意欲を高める。

取
組
の
成
果
と
課
題

⍅

評
価
結
果
⌙

Ｃ
⌚
⍆

・走ることに他の運動も組み合
わせて単調にならないようにし
ている。
・子どもによりやったことのな
い運動も多いので色んな運動
をさせている。
・記録や回数を知ることにより
意欲的に取り組むことができ
た。
・体力はついてきている。
・高学年の泳力は確実に向上
してきている。

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法
⌙

Ａ
⌚

・意欲が続くようにカードを効
果的に使っていきたい。
・夏季水泳指導は成果を上げ
ているので指導法を整理して
継続。
・マラソン大会は子どもたちの
よい目標となっている。やり方
をさらに工夫していく。
・年間計画をしっかり立てて適
切な季節によく運動ができるよ
うにバランスよく行う。
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平成２２年度　自己評価書

豊かな心をもち、主体的に生きる子どもを育成する

平成　22　年　 2　月　 1　日

和歌山市立　　　新南　　小学校

ゆたかな心 確かな学力

・情報を積極的に発信す
る。
・保護者や、地域の方に
行事等への参加を呼び
かける。

開かれた学校

その他の課題

・掃除を一生懸命がんばってい
る。片づけを進んで出来る子も増
えた。
・道徳の授業でいろいろな考え方
や生き方に気づくことができた。
・集会発表などにみんなで取り組
むことであたたかい言葉や優しい
気持ちに気づけるようになった。
・発達に課題を持つ子ども達の一
人ひとりについて全教員で理解を
深め指導について考えることがで
きた。
・体験者の話を聞くことで原爆の被
害を具体的に理解できた。

・詳細に教材や授業を研究し、豊
かに単元学習を行うことで子ども
たちも作品の主題に多面的に迫
り、日常の授業力の向上にもつな
がった。
・書く力が向上し、書くことを嫌が
らない子が増えた。表現や構成も
工夫できる子が多くなった。
・本に親しみ読書を楽しむ子ども
が増えている。
・漢字博士試験のために自主的
にがんばる子が増えた。

・学習についても子どもの力の
伸びが伝わるような方法を考え
たい。
・見守り隊の方との交流給食は
喜んでもらえ子どもたちの勉強
にもなったので続けたい。
・取り組んだことを知らせる機
会を増やしていかなければい
けない。

校長氏名

本年度の取組についての評価

・学級便りで気になることを伝
えることで家庭でも一緒になっ
て考えてもらうことができた。
・集会等にはたくさんの地域・
保護者の方にきていただき子
どもたちの励みになっている。
・集会への取り組みで地域の
方への感謝の気持ちを深め進
んで挨拶もできるようになった。
・交流給食を実施することがで
きた。
・ホームページで学校への理解
が広まる

・全員が献身的な姿勢で物事を考
えられるように、さらに活動を増や
していく。
・読み聞かせを増やしたい。
・今まで以上に、子どもたちの様子
を常に教職員の間で共有し全員
のチームワークで教育に当たりた
い。
・校区内で空襲体験を語っていた
だける方にも声をかけていく。

・「読む」ことに偏らない国語の授
業も追求していく。
・お昼の作文放送は意欲づけにと
ても良いので発展させる。
・小テストなど継続して取り組むこ
とで基礎的な学力をつけていく。
・見学や実験、体験学習などを大
切にしていきたい。
・算数で課題解決学習に取り組
む。

学校名

教育目標

作成日

・学校便り、学年便り
保健便り等、積極的に教育活
動を知らせる。
・学校便りを新南及びおよび宮
の両連絡所に置いてもらう。
・運動会、感謝の集会、人権教
育講演会等、地域の方に参加
を呼びかける。
・ホームページにより最新の情
報を公開するよう努める。

・あいさつ運動・道徳教育
・人権教育の充実に努め
る。

・授業の工夫改善をし、基
礎基本の確実な定着を図
る。

・全校であいさつ運動を行う。そう
じや小さなボランティアに励む。
・副読本・心のノートを効果的に活
用し、実践を交流する。
・「心があたたかくなることばの勉
強」に取り組む。
・１０分間読書に取り組む。
・特別支援教育について職員研修
を充実させる。
・平和教育に取り組む。

・国語科で一人一授業を実践し、
研究発表会を開催する。
・日記や作文など書く活動を日常
的に行い思考力を向上させる。
・漢字・計算の習熟を図る。３年生
から漢字博士試験に挑戦する。
・音読、多読、ﾌﾞｯｸﾄｰｸ等読書ﾀｲﾑ
を活用して読む力を向上させる。
・発表・作文・集会等を通して、コ
ミュニケーション力の向上を図る。


